
「育て！地域の若い力！」
～３町を横断した農業基礎学習グループの取組～

十勝農業改良普及センター

十勝西部支所 地域係



活動背景

⚫ 十勝西部支所ではＲ３年度より青年農業者を対象とした農業基礎講座「西十

勝ファーマーズクラブ」（以下西十勝FC）を開講し、Ｒ６年度までの４年

間で26名の受講生が農業基礎知識の習得を目指した。

座学講座（クミカン勉強会） 指導農業士ほ場視察

グループ討議 受講生ほ場での現地学習



Ｒ７年度の活動目的

⚫ 過去の受講生が経営者としての資質向上を図るために、個々の営農技術や

経営に即した支援が求められる。

⚫ 青年農業者個々を対象に技術向上や課題解決のフォローアップを図る。

⚫ また、今後の担い手育成活動の円滑化に向けて、更なる関係機関相互の

情報共有や連携を図り、支援体制を強化していく。

営農する中で、新たにやって
みたいことや疑問が出てきた。
基礎講座だけではわからない
ことがある。

受講生確保に苦慮。
関係機関相互の情報共有が不足。

将来の経営者としての資質向上
に向けた支援

関係機関の連携、支援体制を強化

卒業生



活動内容一覧

１ 将来の経営者としての資質向上に向けた支援

（１）ばれいしょおよび秋まき小麦の基礎知識定着（鹿追町）

（２）作物・土の状態を見極める診断手法の習得（清水町）

（３）秋まき小麦の窒素追肥量判断の実践（新得町）

（４）土壌分析値に応じた減肥によるにんじん収量比較（新得町）

（５）ほ育管理技術の見直しによるほ育牛成育向上（新得町）

（６）乳牛ほ育施設への暑熱対策の試行（清水町）

２ 関係機関の連携、支援体制の強化



ばれいしょおよび秋まき小麦の基礎知識定着
取組
事例

取組内容

◆実施地域 鹿追町
◆支援内容
ばれいしょ：品種特性の理解
秋まき小麦：茎数測定手法の理解

◆支援効果
・ばれいしょは品種に合わせた栽培
管理が重要であることを理解
・秋まき小麦は自らのほ場で実際に
計測してみることの重要性を理解

支援効果

・畑作４品目を広く学ぶ

・ばれいしょ、秋まき小麦の生育指標の確認方法を伝達

概 要

品種によって
イモの付き方
が違う！

収穫タイミング
はここを見て
判断するのか！



土壌診断！

作物・土の状態を見極める診断手法の習得
取組
事例

取組内容

◆実施地域 清水町
◆支援内容
健全部と不良部の土壌診断値を比較。
生育不良の原因解明・改善手法の提案。

◆支援効果 目的に応じた採取方法の習得
･「従来の土壌診断」:施肥設計のため。

ランダムに土壌採種。
･「今回の土壌診断」:原因を探るため。
(障害診断) 生育不良部分からも土壌採取。

◆農家コメント
「土壌診断値は施肥設計だけでじゃ
なく、“改善のヒント”を探る手法
として参考になった。」

支援効果・農家コメント

･てん菜ほ場にて、部分的に“生育不良”がなぜか発生。病害虫かも？
→生育不良の要因解析、改善に向けた“土壌診断値”の見方を学習。

概 要

“土壌の障害診断”で原因解明

次年度は多め
に石灰散布し
ましょう！

生育健全部分 生育不良部分

生育が良く
ないなぁ？

病害虫では
なさそう？

不良部の値
は予想以上
に低いね！

伸び伸び生育！



取組内容

◆実施地域 新得町
◆支援内容
・越冬前生育調査
・起生期窒素追肥量判断に向けた
土壌凍結管設置と凍結深調査

◆支援効果
越冬前の生育状況を理解
土壌凍結深と残存窒素の関係性を理解

支援効果

・秋まき小麦の窒素追肥の考え方を学習。
・越冬前の生育目標及び、土壌凍結深と残存窒素の関係性から追肥量を検討。
・実際に土壌凍結深を計測して検証。

概 要

秋まき小麦の窒素追肥量判断の実践
取組
事例

令和８年産秋まき小麦ほ場

土壌凍結管設置作業

土壌凍結と窒素
が関係している
とは知らなかっ

た！

越冬前の生育を
チェック！



土壌分析値に応じた減肥によるにんじん収量比較
取組
事例

取組内容

◆実施地域 新得町
◆支援内容
農家慣行施肥量区と土壌分析値に
応じた減肥区を設置

◆支援効果

・全面積でなく、比較場所を設け

ながら確認する重要性を理解

支援効果

・減肥による製品収量の比較。
・試験区設置により仮説を検証した。
・「地力」に応じた施肥体系変更の必要性を学習した。

概 要

収量、製品
歩留まりが
減肥試験区
で向上した。

試験区 慣行区

雨が多く全体の
歩留まり悪かっ
た中でも、試験
区は良かった！

少しの減肥で結果が
変わっていることは
おもしろい！
地域に広げたい！



ほ育管理技術の見直しによるほ育牛成育向上
取組
事例

取組内容

◆実施地域 新得町
◆支援内容
・基礎的なほ育管理技術の伝達
・実施可能な管理方法の見直し

◆支援効果
・ほ育牛の成育向上(４ℓ/日→６ℓ/日)
・ほ乳量だけでなく、スターターや
乾草、水などの給与の重要性を理解

支援効果

・自農場のほ育管理技術を現状把握
・ほ乳量増加、水、スターター、乾草の給与方法
の変更により、子牛の成育向上を目指した。

概 要

ほ乳量を変えて、
預託に出した時のサイズが
こんなに大きくなったのか！

思ったより栄養
充足できていな
かったのか…

早期にスターター、
乾草の給与が
できるように改善

預託先からも牛が大きく
なったと言われた。



乳牛ほ育施設への暑熱対策の試行
取組
事例

取組内容

◆実施地域 清水町
◆支援内容
カーフハッチへ遮熱資材による被覆
を試行し、効果を検証した。

◆支援効果
・資材メーカーの協力により、カーフ
ハッチ用遮熱資材を開発、施工した。
・施工有無で温度変化を計測し、数字
で効果が実感できた。

◆農家コメント
遮熱の効果が実感できた。
労働安全も考え、将来的には搾乳
牛舎の対策も進めたい。

支援効果・農家コメント

・暑熱ストレスについて対策を検討。
・実際に対策してみて、効果を検証した。

概 要

22

24

26

28

30

32

10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

6/14 日中の温度推移

シート無し

シート有り

12時～15時の

差：2.1℃（平均）

最大差：3.1℃

子牛が暑さでバテて
いるのが気になる。

ハッチの暑さ対策も
できないものか？

資材有無で
温度比較



活動内容一覧

１ 将来の経営者としての資質向上に向けた支援

（１）ばれいしょおよび秋まき小麦の基礎知識定着（鹿追町）

（２）作物・土の状態を見極める診断手法の習得（清水町）

（３）秋まき小麦の窒素追肥量判断の実践（新得町）

（４）土壌分析値に応じた減肥によるにんじん収量比較（新得町）

（５）ほ育管理技術の見直しによるほ育牛成育向上（新得町）

（６）乳牛ほ育施設への暑熱対策の試行（清水町）

２ 関係機関の連携、支援体制の強化



・青年部に入ってくれ
ない若者も増えた
・部員同士の交流が
昔よりも少ない
・出席率が悪い
積極的な部員が少ない

・募集しても
人が集まらない
・対象者の情報が少ない
・独力で集めるのは限界

・担い手組織に
人が集まらない
・訪問勧誘してもダメ
・青年農業者を対象とし
た組織自体が無い

役場

農協

普及センター（西十勝FC）

３町関係機関の担い手実務担当者による

「西十勝ＦＣ」運営組織が発足

・カリキュラム、運営方法について協議
・地域の次世代担い手情報の共有
・関係機関一丸となった勧誘活動
・町を越えた事務局の悩みを共有

課題を共有
対策を検討



指導農業士・農業士会との協力体制を確立

ベテランの技術を若手に伝えられる
良い機会。

活躍の場が増えると指導農業士・
農業士会としてもありがたい。

総会での承認

役員会での協議

・視察先農場としての協力
・講師としての協力

協力
依頼

カリキュラム
が充実！



令和８年度～９年度カリキュラム計画（案）

１年目

共
通

畑
作

畜
産

場所
講師

その他

２年目

共
通

畑
作

畜
産

場所
講師

その他

○講義・実習
１．小麦の栽培管理
２．てんさいの栽培管理
○視察
１．農業士・指導農業士
（高収量、高品質の優良
事例）

○講義・実習
１．ばれいしょの栽培管理
２．豆類の栽培管理
○視察
１．十勝農試
（試験ほ場視察、育種）

★アグリフォーラムin十勝

十勝総合振興局

○講義・実習
１．農業経営の基礎知識
②
（クミカン制度）

普及C
ＪＡ、普及C

○講義・実習
１．粗飼料生産の基礎知
識
○視察
１．受講生ほ場
（牧草地植生判別）

普及C/農業士農場 普及C/受講生ほ場 普及C/十勝農試 普及C/市場

８回目【　４月　下旬】　 ９回目【　５月　末日】　 10回目【　６月　下旬】　 11回目【　８月　中旬】　

〇交流会

○講義・実習
１．乳牛の特性と飼養管
理
○視察
１．農業士・指導農業士
（飼養形態の違いによる
管理のポイント）

14回目【　12月　　日】　

〇交流会

普及C/農業士農場 普及C/機械メーカー
指導農業士 普及C 普及C 普及C 普及C

普及C 普及C/農業士ほ場 普及C 十勝総合振興局

普及C 普及C 普及C 普及C 普及C、農業士
普及C/町牧 普及C

普及C

○講義・実習
１．農業経営の基礎知識
①
（財務諸表の見方）

13回目【　11月　　日】　12回目【　10月　　日】　

○講義・実習
１．ほ育・育成牛管理の
基本
○視察
１．農業士・指導農業士
（自家ほ育の優良事例）
or 町営育成牧場

○講義・実習
１．園芸作物の栽培管理
○視察
１．育苗および選果施設
視察

６回目【　２月　　日】　

〇開講式
１．西十勝FCについて（カ
リキュラム紹介）
〇研修会
１．開講講話（指導農業
士）
２．受講生目標発表（自
己紹介）

○講義
１．土壌と肥料の基礎知
識
〇実習
１．土壌断面調査
（連作ほ場vs. とうもろこし
後作）

○講義
１．農作業安全
２．農業基礎用語
〇実習
１．ヒヤリハット検証

★アグリフォーラムin十勝 ○講義・実習
１．農薬の基礎知識
○視察
１．メーカー視察
（農業機械、農薬、ドロー
ンなど）

１回目【　10月　１日】　 ２回目【　10月　　日】　 ３回目【　11月　　日】　 ４回目【　12月　　日】　 ５回目【　12月　　日】　 ７回目【　２月　　日】　

○講義・実習
１．搾乳衛生の基礎知識
○視察
１．農業士・指導農業士
（乳質優良事例に学ぶ）

普及C/農業士農場
普及C

指導農業士
〇交流会

〇閉校式
１．活動実績振り返り
２．将来目標発表
３．指導農業士から贈る
言葉

普及C

17回目【　３月　　日】　15回目【　12月　　日】　

○講義・実習
１．繁殖管理の基本
２．乳検の見方

普及C
普及C

16回目【　２月　　日】　

４月～９月

受講生

募集期間

・指導農業士・農業士の活躍の機会多数

・町も世代も立場も越えて交流促進

・受講生数、出席率up!!
・青年部など他組織も
活性化



次年度へ向けて

〇関係機関で連携した受講生の確保

〇指導農業士・農業士と協力して各講座の充実を図る

〇10月開講までに受講生と普及Cとの関係性を作る

若手農業者と指導農業士・農業士、関係機関をつなぎ、
地域農業活性化に必要不可欠な永く定着する
学習グループへ！


